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委
員
会
は
、
補
正
予
算
１
件

と
意
見
書
１
件
の
議
案
を
審
査

し
た
。�

　
審
査
は
、
平
成
19
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
第

１
条
中
歳
入
全
部
及
び
歳
出
第

10
款
に
お
い
て
、
歳
入
で
は
６
，

９
２
２
万
２
，
０
０
０
円
の
増

額
補
正
で
あ
る
。�

　
歳
出
教
育
費
は
「
こ
ど
も
と

親
の
相
談
員
」
等
活
用
調
査
研

究
事
業
は
、
県
教
育
委
員
会
の

委
託
を
受
け
小
学
校
に
生
徒
指

導
推
進
協
力
員
を
配
置
し
調
査

研
究
を
行
う
経
費
35
万
円
余
で

松
原
小
学
校
を
対
象
校
と
し
た

も
の
。�

　
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
改
善
事

業
15
万
円
余
は
、
県
の
重
点
課

題
研
究
指
定
を
受
け
、
第
三
者

に
よ
る
学
校
評
価
の
進
め
方
に

つ
い
て
研
究
推
進
す
る
も
の
で�

あ
る
。
そ
れ
を
受
け
た
審
査
に

お
い
て
第
三
者
の
対
象
と
そ
の�

目
的
、
課
題
研
究
校
は
ど
こ
に

指
定
し
た
か
な
ど
の
質
問
が
あ

っ
た
。�

　
執
行
部
よ
り
大
学
機
関･

学

識
経
験
者
・
外
部
の
専
門
家
な

ど
の
第
三
者
で
、
改
正
教
育
三

法
で
の
教
員
の
質
の
向
上
、
学

校
運
営
や
教
育
の
資
質
向
上
に

新
た
な
評
価
制
度
と
し
て
説
明

責
任
を
伴
う
新
シ
ス
テ
ム
に
す

る
も
の
と
答
弁
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。�

　
教
育
予
算
の
確
保
と
充
実
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

趣
意
は
理
解
で
き
る
が
意
見
書

文
中
の
１
部
修
正
を
と
の
意
見

に
対
し
、
提
出
者
が
応
じ
ら
れ

な
い
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
審

査
の
結
果
賛
成
少
数
で
否
決
と

な
っ
た
。�
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委
員
会
で
は
、
補
正
予
算
２

件
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も
全
員

賛
成
に
て
可
決
し
た
。�

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
お
よ
び
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
事
業
所
を
中
学
校
区
に
１

ヵ
所
ず
つ
整
備
す
る
た
め
の
経

費
６
，
５
０
０
万
円
を
増
額
補

正
す
る
も
の
。�

　
こ
れ
は
昨
年
度
事
業
と
し
て

現
在
、
認
知
症
対
応
型
の
通
所

介
護
事
業
所
を
筑
後
北
中
学
校

区
に
整
備
し
て
い
る
の
に
続
き
、

残
り
の
整
備
を
行
う
計
画
。�

　
消
防
費
に
つ
い
て
は
、
法
律

改
正
に
伴
う
消
防
団
員
の
退
職

報
償
金
支
給
責
任
共
済
の
掛
け

金（
１
人
１
万
７
，
２
０
０
円
）が

２
，
０
０
０
円
引
き
あ
が
る
た

め
69
万
円
余
の
増
額
補
正
。�

　
審
査
で
は
、
介
護
事
業
所
の

募
集
に
つ
い
て
は
昨
年
、
同
様

の
募
集
を
お
こ
な
っ
た
も
の
の

最
終
的
に
１
カ
所
の
選
定
に
終

わ
っ
た
こ
と
に
触
れ
て
、
今
年

の
見
通
し
に
つ
い
て
質
問
が
出

さ
れ
た
。�

　
担
当
課
か
ら
は
、
意
向
打
診

の
段
階
で
は
、
す
で
に
応
募
の

意
思
を
示
し
て
い
る
事
業
所
も

あ
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。�

　
ま
た
、
い
ま
全
国
的
に
問
題

と
な
っ
て
い
る
介
護
事
業
所
コ

ム
ス
ン
の
不
正
問
題
に
関
連
し

て
、委
員
か
ら
事
業
所
の
チ
ェ

ッ
ク
に
つ
い
て
は
厳
し
く
行
う

よ
う
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。
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委
員
会
で
は
、
条
例
制
定
１

件
、
補
正
予
算
１
件
、
市
道
路

線
の
認
定
２
件
、
意
見
書
１
件

の
各
議
案
を
審
査
し
、
全
議
案

を
可
決
し
た
。
主
な
議
案
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。�

　
筑
後
市
下
水
道
事
業
区
域
外

流
入
分
担
金
条
例
制
定
に
つ
い

て
は
、
平
成
18
年
10
月
１
日
か

ら
一
部
供
用
開
始
さ
れ
た
が
、

隣
接
す
る
区
域
か
ら
区
域
外
流

入
の
要
望
が
あ
る
。
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
金
条
例
が
、区

域
外
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
分
担
金
を
徴
収
す
る
た

め
の
条
例
制
定
。
主
な
意
見
と

し
て
、
区
域
内
は
公
共
ま
す
ま

で
公
費
で
や
っ
て
い
る
。
区
域

外
は
ど
う
な
る
の
か
の
意
見
に
、

区
域
外
は
本
管
か
ら
公
共
ま
す

ま
で
の
工
事
費
に
応
じ
て
分
担

金
が
減
額
さ
れ
る
と
の
説
明
を

受
け
、
全
員
賛
成
に
て
可
決
し

た
。�

　
補
正
予
算
は
農
事
組
合
法
人

「
百
世
」
が
人
参
栽
培
用
機
械

を
導
入
す
る
、
県
の
補
助
金
52

万
円
余
。
全
員
賛
成
に
て
原
案

可
決
し
た
。�

　
市
道
路
線
の
認
定
は
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
で

新
設
さ
れ
た
西
牟
田
小
次
郎
丸

２
号
線
他
１
路
線
を
新
設
認
定

す
る
も
の
で
、
全
員
賛
成
に
て

原
案
可
決
し
た
。�

　
意
見
書
は
、
今
雇
用
者
は
、

３
人
に
１
人
が
非
正
規
労
働
者

で
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
国
が
責
任
を
も
っ
て
、

実
効
あ
る
雇
用
対
策
を
実
施
す

る
よ
う
求
め
る
も
の
で
、
全
員

賛
成
に
て
原
案
可
決
し
た
。�

�

市
道
認
定
�

「
西
牟
田
小
次
郎
丸
2
号
線
」�

筑
後
北
中
学
校
区
に
建
設
�

中
の
認
知
症
対
応
型
通
所
�

介
護
事
業
所
�

　
各
委
員
会
で
議
論
と
な
っ
た
も
の
を
委
員
長
が
ま
と
め

た
も
の
で
す
。�


